
平成26年12月17日

「第1回 吉野川流域生態系ネットワーク検討委員会」
の開催について

吉野川流域（徳島県内）において、河川を拠点とした生態系ネットワ
ークの形成を図り、自然からの恵み豊かな地域づくりを進めるために、
生態系ネットワーク形成の目標や、多様な主体の協働による具体的な事
業展開の方策を検討することを目的として、様々な立場の専門家から指
導・助言をいただく「吉野川流域生態系ネットワーク検討委員会」を設
置することといたしました。

１．日時：平成２６年１２月２４日(水)１４：３０～１７：００
２．場所：徳島河川国道事務所 ２階第一会議室
３．議事次第（案）

（１）規約の承認
（２）検討の進め方の確認
（３）吉野川の現状と課題について
（４）目標・基本方針について
（５）プロジェクトについて
（６）その他

４．委員名簿 別紙－1のとおり

※報道機関の皆様へ
会議は公開とします。撮影は会議の冒頭（頭取り）までとさせて

頂きます。

本施策は、四国圏広域地方計画「NO.5 圏域の連携による発展に向けた地域力向上プロジェクト｣の取り組み

に該当します。

国 土 交 通 省 四 国 地 方 整 備 局
徳島河川国道事務所

【問い合わせ先】

国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所
TEL：088-654-2211 （代表） TEL：088-654-9176 （直通）

副 所 長 清水 宰 （内線２０６）
◎河川環境課長 松本 司 （内線３６１）

◎：主たる問い合わせ先



吉野川流域生態系ネットワーク検討委員会 委員名簿 
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 日本ビオトープ管理士会徳島県支部 代表  
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 健太
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 日本野鳥の会徳島県支部 支部長  
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 国土交通省 徳島河川国道事務所 事務所長  
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これまで吉野川流域で行われている、行政、ＮＰＯ等の団体、学校、企業等による生物生息地

を保全・再生する取組を発展させ、河川を軸・拠点とした流域の生態系ネットワークの形成を推

進することが求められる。 

吉野川とその流域において、豊かな生態系を維持していくために、現状の課題を踏ま

えた、生態系ネットワーク形成のための目標を設定し、具体的な役割分担と方法について

検討する。 

吉野川流域⽣態系ネットワーク検討 

１.検討の背景と⽬的 

（１）検討の背景 

 

■世界では 

・生物多様性条約→愛知県・名古屋でのＣＯＰ10 の開催と愛知目標の設定 

・持続可能な発展、生物多様性の保全に向けて各国で生態系ネットワーク形成の取組を推進 

 

■国・広域圏では 

・〈国土形成計画（全国計画）〉や〈生物多様性国家戦略 2012-2020〉で生態系ネットワークを

主要施策として位置づけ 

・〈四国圏広域地方計画〉で生態系ネットワークを主要な環境保全方策として位置づけ 

・〈国土交通省社会資本整備審議会（河川分科会）答申〉で、「流域と連携した広域的な生態系ネッ

トワークの形成に向けた取組の支援・推進」の記載 

・〈吉野川水系河川整備計画〉で魚類等の移動の連続性確保・河川工事等におけるミティゲーション

の実施・なだらかな連続性のある水際環境の再生の記載 

 

■徳島県では 

・〈とくしまビオトープ・プラン〉による先進的取組から、市民主導による〈生物多様性とくしま

戦略〉の策定へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）検討の目的 

 

                                 

 

２.吉野川流域⽣態系ネットワークについて 

（１）吉野川流域生態系ネットワーク形成のポイント 

 

■ポイント１ 目標や将来像の共有 

・目標や将来像を共有することにより、主体ごとに様々な考え方で実施されてきた生物生息場所の

保全・再生などの取組を連動させ、生態系ネットワークの形成につなげる。 

 

■ポイント２ 多様な主体の参加・協働 

・流域の生態系ネットワークの形成を図るには、吉野川、旧吉野川等の河川堤外地に加え、堤内地

の取組を進めていくことが必要。そこで、県・市町・学校・企業・農林水産業関係者などの多様

な主体の参加と協働が進むように留意。 

 

■ポイント３ 具体的な事業展開 

・策定した計画を具体的な事業や取組として展開していくことを目指す。 

 

そのために、 

・既存の計画に記載されている内容を位置づける 

・参加が容易な取組を含めた多様な参加方法（参加メニュー）を設定する 

・防災や地域振興、経済振興の視点をもった取組とする 

 

 

（２）対象区域 

対象区域は吉野川流域（徳島県内）の 16 市町村とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 対象区域

参考資料 
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複数のプロジェクトを設定 

（３）事業内容 

吉野川流域生態系ネットワーク形成は、以下の２段階での実施を想定。 

 

■検討段階 

①現状や課題の整理 

 

②目標や基本方針の設定 

 

③プロジェクトの設定（プロジェクト数については今後の検討による） 

 

④プロジェクトごとの取組メニューや実施主体の設定 

 

⑤多様な主体の参加・協働による実現方法の検討 

 例）顕彰や広報などのインセンティブの検討 

   協働のための仕組みの検討など 

 

 

■実施段階 

⑥〈仕組み〉の整備と運用 

 

⑦パイロット事業の実施 

 

⑧事業や取組の本格実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  吉野川流域生態系ネットワークのイメージ 

■プロジェクトの一例 

 ●吉野川の⽔際の豊かなエコトーンの形成（吉野川中〜上流域） 

 ●⿂が往来する豊かな川づくり（吉野川流域全体、河川   ⽤⽔路、⽔⽥含む） 

 ●⽔辺のビオトープ（河川外も含む）のネットワーク形成（吉野川中〜下流域） 

 

 

 

 

 

 

 

⽣態系ネットワークのイメージ 

 


